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街
頭
調
査
で
は
９
割
の
長
崎
県
民
が

潮
受
堤
防
の
早
期
開
門
を
希
望
し
て
い

る
が
、
長
崎
県
は
開
門
に
反
対
す
る
市
民

の
署
名
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の

開
門
反
対
署
名
の
驚
く
べ
き
集
め
方
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
長
崎
県
庁
内
で
職
務

時
間
内
に
各
課
の
上
司
か
ら
部
下
へ
伝

達
さ
れ
た
「
潮
受
堤
防
排
水
門
反
対
署
名

活
動
の
ご
協
力
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
庁

内
の
連
絡
メ
ー
ル
で
あ
る
。
一
部
伏
字
。 

「
●
●
課
の
●
●
で
す
。
以
下
の
メ
ー
ル

を
転
送
し
ま
す
。 

お
疲
れ
様
で
す
。
標
記
に
つ
い
て
、
干

拓
室
か
ら
署
名
協
力
依
頼
が
あ
っ
て
お
り

ま
す
。
職
員
各
自
１
枚
あ
た
り
の
署
名
用

紙
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
家

族
・
知
人
等
の
多
く
の
署
名
を
お
願
い
し

ま
す
。
署
名
用
紙
に
つ
い
て
は
、
別
途
●

●
課
の
仕
分
け
棚
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

（
略
）
署
名
に
つ
い
て
は
各
課
取
り
ま
と

め
て
１
９
日
（
月
）
ま
で
に
●
●
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
略
） 

こ
の
メ
ー
ル
は
筆
頭
課
及
び
各
支
所
総

務
課
に
連
絡
し
て
お
り
ま
す
の
で
関
係
各

課
等
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

署
名
用
紙
は
筆
頭
各
課
及
び
各
支
所
に

配
布
し
ま
す
の
で
、
４
月
２
０
日
ま
で
に

干
拓
室
ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。（
略
）」 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

門
は
困
難
と
し
、
開
門
し
た
場
合
を
想

定
し
た
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
影
響
評

価
）
を
実
施
中
だ
。
そ
れ
以
前
に
も
公

害
等
調
整
委
員
会
な
ど
が
、
被
害
と
の

因
果
関
係
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い

た
。
こ
う
し
た
訴
え
を
放
置
し
て
き
た

国
の
不
誠
実
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
赤
松
氏
は
視
察
で
、

ア
セ
ス
は
来
春
ま
で
実
施
す
る
方
向
を

示
し
た
。
閉
門
し
た
ま
ま
の
ア
セ
ス
に

実
効
性
が
あ
る
か
疑
問
は
残
る
。
が
、

積
み
重
ね
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
影
響
を

極
力
抑
え
た
上
で
の
開
門
調
査
は
可
能

な
は
ず
だ
。
視
察
で
は
熊
本
、
佐
賀
の

両
県
知
事
や
関
係
者
が
、
開
門
調
査
を

主
張
。
漁
業
者
ら
が
、
ア
サ
リ
や
ノ
リ

の
被
害
を
訴
え
た
。
一
方
、
長
崎
県
知

事
は
反
対
を
表
明
し
た
。
防
災
機
能
や

農
業
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
反
対
派
の

声
も
無
視
で
き
ま
い
。
こ
の
現
状
を
招

い
た
の
は
、
地
域
の
利
害
調
整
を
放
棄

し
た
ま
ま
着
工
し
た
国
の
姿
勢
だ
。
強

引
な
事
業
推
進
の
結
果
、
地
域
社
会
を

分
断
す
る
（
略
）
完
成
後
も
地
域
が
対

立
し
続
け
る
と
い
う
特
殊
な
事
情
を
持

つ
諫
早
湾
干
拓
事
業
に
至
っ
て
は
、
国

の
罪
は
こ
と
に
深
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
赤
松
氏
は
「
理
解
を
得
な
が
ら
」

と
、
地
元
と
の
協
議
を
重
視
す
る
方
針

だ
。
住
民
を
置
き
去
り
に
し
た
代
償
の

大
き
さ
を
受
け
止
め
責
任
あ
る
判
断
を

求
め
た
い
。「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
」

と
い
う
な
ら
民
意
を
く
み
、
地
域
に
禍

根
を
残
さ
ぬ
よ
う
、
公
共
事
業
の
あ
り

方
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
だ
。
排
水

門
の
開
放
は
、
そ
の
試
金
石
と
な
ろ
う
。 

【
佐
賀
・
４
月
１
５
日
】
国
営
諫
早
湾
干

拓
事
業
の
潮
受
け
堤
防
排
水
門
の
開
門

を
求
め
長
崎
地
裁
に
提
訴
し
て
い
る
原

告
団
と
弁
護
団
が
１
４
日
、
長
崎
県
庁
で

記
者
会
見
し
、「
（
開
門
反
対
の
立
場
を
取

る
）
諫
早
市
の
小
長
井
町
漁
協
を
含
む
諫

早
湾
内
３
漁
協
正
組
合
員
の
約
６
割
に

当
た
る
１
０
３
人
が
漁
場
再
生
に
向
け

開
門
を
求
め
る
署
名
に
応
じ
た
」
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。  

 

１
５
日
に
潮
受
け
堤
防
な
ど
を
視
察

す
る
赤
松
広
隆
農
相
に
提
出
す
る
予
定
。

原
告
団
に
よ
る
と
、
小
長
井
町
漁
協
（
正

組
合
員
９
８
人
）
の
署
名
は
、
漁
業
被
害

が
出
て
い
る
排
水
門
に
近
い
約
６
０
人

に
募
り
、
５
１
人
が
応
じ
た
と
い
う
。 

 

署
名
に
つ
い
て
原
告
団
は
「
小
長
井
漁

協
や
開
門
に
反
対
し
て
い
る
県
に
漁
業

者
の
本
音
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
実
施

し
た
」
と
し
た
。
原
告
団
長
で
同
漁
協
理

事
の
松
永
秀
則
さ
ん
（
５
６
）
は
「
漁
民

は
権
力
と
補
助
事
業
で
押
さ
え
付
け
ら

れ
て
い
る
が
、
心
の
中
で
は
開
門
を
望
ん

で
い
る
」
と
述
べ
た
。  

 

２
月
の
全
員
協
議
会
で
開
門
賛
成
に

転
じ
た
雲
仙
市
の
瑞
穂
漁
協
は
正
組
合

員
４
６
人
全
員
、
同
市
の
国
見
漁
協
は
２

９
人
中
６
人
が
署
名
に
応
じ
た
と
い
う
。 

開
門
反
対
署
名
「
業
務
命
令
？
」 

潮
受
け
堤
防
閉
め
切
り
１
３
年 

干
潟
の
生
物
「
慰
霊
」 

【西
日
４
月
１
５
日
】国
営
諫
早
湾
干
拓
事

業
の
潮
受
け
堤
防
が
閉
め
切
ら
れ
て
１

４
日
で
丸
１
３
年
を
迎
え
た
。
同
市
の
干

陸
地
で
は
、
潮
受
け
堤
防
開
門
賛
成
派
の

市
民
団
体
が
、
干
潟
生
物
を
弔
う
慰
霊
祭

を
開
い
た
。
式
典
に
は
６
０
人
が
参
加
。

本
代
表
は
「
干
潟
で
何
億
と
い
う
命
が
絶

た
れ
た
。
開
門
で
（
海
水
が
戻
れ
ば
）
命

が
戻
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
開
門
訴
訟
の
馬
奈
木
昭
雄
弁
護
団

長
は
「
も
う
一
頑
張
り
で
、
開
門
が
実
現

で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
」
と
話
し
た
。 

農
相
諫
早
干
拓
視
察 

地
元
と

協
議
を
深
め
開
門
調
査
を 

長
崎
県
職
員 

署
名
ノ
ル
マ
１
枚 

【
愛
媛
・
４
月
１
７
日
・
社
説
】
（
略
）

赤
松
広
隆
農
水
相
が
国
営
諫
早
湾
干
拓

事
業
を
視
察
（
略
）
参
院
選
ま
で
に
結
論

を
出
す
考
え
を
示
し
た
。
（
略
）
政
府
に

は
難
し
い
決
断
と
な
ろ
う
が
、
現
実
に
漁

業
被
害
が
出
て
い
る
以
上
、
先
延
ば
し
は

許
さ
れ
な
い
。
２
年
前
に
は
、
司
法
が
一

審
で
開
門
を
命
じ
て
い
る
。
災
害
や
農
業

被
害
を
懸
念
す
る
反
対
派
へ
配
慮
し
つ

つ
、
開
門
調
査
を
行
う
よ
う
決
断
を
促
し

た
い
。
（
略
）
閉
門
後
、
有
明
海
沿
岸
の

漁
業
者
ら
が
、
潮
流
変
化
に
よ
り
水
質
汚

染
や
赤
潮
な
ど
が
発
生
し
た
と
主
張
。
一

方
、
国
は
他
の
要
因
が
悪
化
さ
せ
た
と

し
、
因
果
関
係
を
認
め
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
漁
業
者
ら
が
提
訴
。
佐
賀
地
裁

は
因
果
関
係
を
認
め
、
０
８
年
の
判
決
で

５
年
間
開
門
し
調
査
す
る
こ
と
を
国
に

促
し
た
。
（
略
）
し
か
し
国
は
控
訴
。
開


